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(57)【要約】
【課題】セルラーネットワークブロードキャスト情報を
１以上のモバイルステーションに通信する方法を提供す
ること。
【解決手段】本発明の通信方法は、１以上の利用可能な
セルラーネットワーク（２００）に関連づけられたセル
ラーネットワークブロードキャスト情報を受信するステ
ップと、セルラーネットワークブロードキャスト情報を
、１以上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）
に関連づけられた異なるセルラー標準に従って内容およ
びフォーマットにおいて変動するジェネリックコンテナ
メッセージ（６０２）にフォーマットするステップと、
１以上の利用可能なセルラーネットワークの中から通信
するための１つを選択するモバイルステーション（２０
２）によって受信し使用するために、拡張可能な認証手
順においてジェネリックコンテナメッセージ（６０２）
を送信するステップとを包含する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（３０４）によって、セルラーネットワークブ
ロードキャスト情報を１以上のモバイルステーションに通信する方法であって、本願明細
書に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、セルラーネットワークおよびワイヤレスローカルエリアネットワー
ク（ＷＬＡＮ）と通信するモバイルステーションに関し、より詳細には、ＷＬＡＮを介し
て１以上のセルラーネットワークからモバイルステーションにセルラーネットワーク情報
を通信することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー産業では、モバイルステーションがセルラーネットワークとより高い帯域幅を
提供するＷＬＡＮｓとの両方にアクセスすることができるように、セルラーテレコミュニ
ケーションネットワークと通信するようにワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬ
ＡＮｓ）を構成するイニシャティブがある。伝統的には、ＷＬＡＮｓは、ワイヤレスロー
カルネットワーキングのみを提供するように設計されていたので、どのセルラーネットワ
ークがモバイルステーションに利用可能かを識別するための通知を提供する既存のプロト
コルはなかった。そのような情報は、異なるセルラーネットワークおよび／または所望さ
れるセルラーネットワーク技術を識別し、それらの間をスイッチする能力をモバイルステ
ーションに提供するために有用であろう。
【０００３】
　多くの異なる３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃ
ｔ（３ＧＰＰ）ネットワークと通信することができるようにＷＬＡＮｓを構成するさらな
るイニシャティブがある。そのような構成は、エンドユーザもしくは加入者を識別するた
めにモバイルステーションによって利用されるＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅ
ｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ（Ｕ－ＳＩＭ）を必要とする。Ｕ－ＳＩＭは、モバ
イルステーションに対して好適なセルラーネットワークおよび禁止されたセルラーネット
ワークを識別する情報を含む。各情報は、モバイル国コード（ＭＣＣ）およびモバイルネ
ットワークコード（ＭＮＣ）の対として格納される。
【０００４】
　ワイヤレスリンクを介して、ＷＬＡＮは、典型的には、ＷＬＡＮを一意に識別するため
にサービスセット識別子（ＳＳＩＤ）と呼ばれるテキストのストリングをワイヤレスユニ
ットにブロードキャストする。今日では、大半のＷＬＡＮｓは、会社や、ブランドのため
に、もしくは、”スマートクライアント（ｓｍａｒｔ　ｃｌｉｅｎｔ）”のアプリケーシ
ョンのために特定のＳＳＩＤを使用するワイヤレスインターネットサービスプロバイダ（
ＩＳＰｓ）によって展開されている。このように、ＷＬＡＮオペレータは、典型的には、
ブロードキャストＳＳＩＤを変更することに消極的であり、何らかのプロトコルの改変な
しに、ＷＬＡＮｓを介してＭＣＣ／ＭＮＣ対をモバイルステーションにブロードキャスト
することは困難である。他のセルラーネットワーク情報は、ネットワーク選択を決定する
ためにワイヤレスユニットに有用であり得る。
【０００５】
　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｔａｓｋ　Ｆｏｒｃｅ（ＩＥＴＦ）は、
ＲＦＣ－２２８４において、認証プロセスの容易な拡張性および維持のためにＥｘｔｅｎ
ｓｉｂｌｅ　Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＥＡＰ）を定義してい
る。Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ（ＧＳＭ）を提供するようにＥＡＰメカニズムを拡張する提案がある。ネットワークお
よびモバイルステーションのためのいくつかの異なるセルラープロトコルが存在する。し
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かし、すべてのそのような情報の通信を扱う技術が必要とされている。
【０００６】
　本願に関連する文献は、以下の文献（１）～（３）を含む。
【非特許文献１】（１）Ｈａｖｅｒｉｎｅｎ　ｅｔ　ａｌ．，”Ｃｅｌｌｕｌａｒ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ａｎｄ　Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｏｐｅ
ｒａｔｏｒ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ”，ＩＥＥＥ
，Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ，ＩＥＥＥ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｅ
ｎｔｅｒ，Ｐｉｓｃａｔａｗａｙ，Ｎ．Ｊ．ＵＳＡ，Ｖｏｌ．９，ｎｏ．９，２００２年
１２月（２００２－１２）第５２頁～第６０頁，ＸＰ００１１４３４６８　ＩＳＳＮ：１
０７０－９９１６
【特許文献１】（２）ＵＳ２００３／１１９４８１　Ａ１，Ａｈｍａｖａａｒａ　Ｋａｌ
ｌｅ　ｅｔ　ａｌ．，２００３年６月２６日
【非特許文献２】（３）Ｈａｖｅｒｉｎｅｎ　ａｎｄ　Ｓａｌｏｗｅｙ，”ＥＡＰ　ＳＩ
Ｍ　Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ，　ｄｒａｆｔ－ｈａｖｅｒｉｎｅｎ－ｐｐｐｅｘｔ
－ｅａｐ－ｓｉｍ－１２．ｔｘｔ”，Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ－Ｉ
ｎｔｅｒｎｅｔ　Ｄｒａｆｔ，[Ｏｎｌｉｎｅ]，２７　Ｏｃｔｏｅｂｅｒ　２００３，第
１頁～第７２頁，ＸＰ００２２７５１９５　ＩＥＴＦ，これは、以下のＵＲＬを用いてイ
ンターネットから検索されたものである。ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｉｅｔｆ．ｏ
ｒｇ／ｉｎｔｅｒｎｅｔ－ｄｒａｆｔｓ／ｄｒａｆｔ－ｈａｖｅｒｉｎｅｎ－ｐｐｐｅｘ
ｔ－ｅａｐ－ｓｉｍ－１２．ｔｘｔ，この検索は、２００４年３月２６日に行われた。
【０００７】
　これらの文献は、ＷＬＡＮとモバイルステーションとの間の従来の通信およびインタラ
クション（例えば、ＥＡＰの使用）を記載するが、それらは、様々なセルラー技術のセル
ラーネットワークブロードキャスト情報をネットワーク選択もしくはその他の目的でモバ
イルステーションに通信するための十分な解を教示していない。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）とモバイルステーションとの間で
セルラーネットワーク情報を通信する方法および装置がここに記載される。１つの実施の
形態では、モバイルステーションは、Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＥＡＰ）において、ＷＬＡＮからジェネリックコンテナメッセ
ージを受信する。ジェネリックコンテナメッセージは、ＷＬＡＮによって以前に受信され
た１以上の利用可能なセルラーネットワークに関連づけられたセルラーネットワーク情報
を含む。ジェネリックコンテナメッセージは、技術もしくは標準に特有なものではない。
それ故、それは、様々な異なるセルラーネットワーク（例えば、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２、
ＩＥＴＦ等）からのセルラーネットワーク情報を含み得る。モバイルステーションは、ジ
ェネリックコンテナメッセージをデコードすることにより、セルラーネットワーク情報を
識別し、メモリに格納する。好適には、セルラーネットワーク情報は、セルラーネットワ
ークを識別する情報（例えば、モバイルネットワークコードおよびモバイル国コード）を
含む。これにより、モバイルステーションは、通信のために、多くの異なるセルラーネッ
トワークのうちの１つを適切に選択することができる。
【０００９】
　本発明の方法は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（３０４）によって、セルラ
ーネットワークブロードキャスト情報を１以上のモバイルステーションに通信する方法で
あって、１以上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）またはネットワークデータ
ベースから、該１以上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）に関連づけられたセ
ルラーネットワークブロードキャスト情報を受信するステップと、該セルラーネットワー
クブロードキャスト情報を、該１以上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）に関
連づけられた異なるセルラー標準に従って内容およびフォーマットにおいて変動するジェ
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ネリックコンテナメッセージ（６０２）にフォーマットするステップと、該１以上の利用
可能なセルラーネットワークの中から通信するための１つを選択するモバイルステーショ
ン（２０２）によって受信し使用するために、拡張可能な認証手順において該ジェネリッ
クコンテナメッセージ（６０２）を送信するステップとを包含する。
【００１０】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、技術に特有なコンテナ（６１２）
を含んでいてもよい。
【００１１】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、該ジェネリックコンテナメッセー
ジ（６０２）を識別するためのタグフィールド（６０４）を含んでいてもよい。
【００１２】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、第１のセルラーネットワークに関
連づけられた技術標準または標準組織を識別するためのデータフィールド（６１０）を含
んでいてもよい。
【００１３】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、前記第１のセルラーネットワーク
を識別する第１のセルラーネットワーク情報を含んでいてもよい。
【００１４】
　前記１以上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）は、複数のセルラーネットワ
ークを含んでいてもよい。
【００１５】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークから
の第１のセルラーネットワーク情報と、第２のセルラーネットワークからの第２のセルラ
ーネットワーク情報とを含んでいてもよい。
【００１６】
　前記第１のセルラーネットワーク情報は、第１の情報内容を有しており、前記第２のセ
ルラーネットワーク情報は、該第１の情報内容とは異なる第２の情報内容を有していても
よい。
【００１７】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークを識
別する第１のセルラーネットワーク情報と、第２のセルラーネットワークを識別する第２
のセルラーネットワーク情報とを含んでいてもよい。
【００１８】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークを識
別するモバイルネットワークコード（ＭＮＣ）およびモバイル国コード（ＭＣＣ）を含ん
でいてもよい。
【００１９】
　本発明の方法は、モバイルステーション（２０２）によって、ワイヤレスローカルエリ
アネットワーク（３０４）からセルラーネットワークブロードキャスト情報を受信し、処
理する方法であって、拡張可能な認証手順においてワイヤレスローカルエリアネットワー
ク（３０４）からジェネリックコンテナメッセージ（６０２）を受信するステップであっ
て、該ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、該１以上の利用可能なセルラーネ
ットワーク（２００）に関連づけられたセルラーネットワークブロードキャスト情報を含
み、１以上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）に関連づけられた異なるセルラ
ー標準に従って内容およびフォーマットにおいて変動する、ステップと、該ジェネリック
コンテナメッセージ（６０２）をデコードすることにより、該１以上の利用可能なセルラ
ーネットワーク（２００）に関連づけられた該セルラーネットワークブロードキャスト情
報を識別するステップと、該セルラーネットワークブロードキャスト情報を該モバイルス
テーション（２０２）のメモリに格納するステップと、該メモリに格納された該セルラー
ネットワークブロードキャスト情報を用いて、該１以上の利用可能なセルラーネットワー
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ク（２００）の中から通信するための１つを選択するステップとを包含する。
【００２０】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、技術に特有なコンテナ（６１２）
を含んでいてもよい。
【００２１】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、該ジェネリックコンテナメッセー
ジ（６０２）を識別するためのタグフィールド（６０４）を含んでいてもよい。
【００２２】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、第１のセルラーネットワークに関
連づけられた技術標準または標準組織を識別するためのデータフィールド（６１０）を含
んでいてもよい。
【００２３】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークから
の第１のセルラーネットワーク情報と、第２のセルラーネットワークからの第２のセルラ
ーネットワーク情報とを含んでいてもよい。
【００２４】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークを識
別するモバイルネットワークコード（ＭＮＣ）およびモバイル国コード（ＭＣＣ）を含ん
でいてもよい。
【００２５】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークを識
別する第１のセルラーネットワーク情報と、第２のセルラーネットワークを識別する第２
のセルラーネットワーク情報とを含み、前記方法は、該ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（３０４）を介した通信のために、該第１および第２のセルラーネットワークのう
ちの一方を選択するステップをさらに包含してもよい。
【００２６】
　前記第１のセルラーネットワークは、第１の通信標準に従って動作し、前記第２のセル
ラーネットワークは、該第１の通信標準とは異なる第２の通信標準に従って動作してもよ
い。
【００２７】
　前記第１のセルラーネットワーク情報は、第１の情報内容を有しており、前記第２のセ
ルラーネットワーク情報は、該第１の情報内容とは異なる第２の情報内容を有していても
よい。
【００２８】
　前記セルラーネットワークのうちの１つは、３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ
ｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ標準に従って動作してもよい。
【００２９】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークを識
別するシステム識別（ＳＩＤ）を含んでいてもよい。
【００３０】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークを識
別するシステム識別（ＳＩＤ）を含んでいてもよい。
【００３１】
　本発明のワイヤレスローカルエリアネットワーク（３０４）は、１以上の利用可能なセ
ルラーネットワーク（２００）またはネットワークデータベースから、該１以上の利用可
能なセルラーネットワーク（２００）に関連づけられたセルラーネットワークブロードキ
ャスト情報を受信することと、該セルラーネットワークブロードキャスト情報を、該１以
上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）に関連づけられた異なるセルラー標準に
従って内容およびフォーマットにおいて変動するジェネリックコンテナメッセージ（６０
２）にフォーマットすることと、該１以上の利用可能なセルラーネットワークの中から通
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信するための１つを選択するモバイルステーション（２０２）によって受信し使用するた
めに、拡張可能な認証手順において該ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）を送信
することとによって、セルラーネットワークブロードキャスト情報を１以上のモバイルス
テーションに通信するように適合されている。
【００３２】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、技術に特有なコンテナ（６１２）
を含んでいてもよい。
【００３３】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、該ジェネリックコンテナメッセー
ジ（６０２）を識別するためのタグフィールド（６０４）を含んでいてもよい。
【００３４】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、第１のセルラーネットワークに関
連づけられた技術標準または標準組織を識別するためのデータフィールド（６１０）を含
んでいてもよい。
【００３５】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、前記第１のセルラーネットワーク
を識別する第１のセルラーネットワーク情報を含んでいてもよい。
【００３６】
　前記１以上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）は、複数のセルラーネットワ
ークを含んでいてもよい。
【００３７】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークから
の第１のセルラーネットワーク情報と、第２のセルラーネットワークからの第２のセルラ
ーネットワーク情報とを含んでいてもよい。
【００３８】
　本発明のバイルステーション（１０２）は、コントローラ（１０６）と、該コントロー
ラ（１０６）に結合されたメモリと、該コントローラ（１０６）に結合された無線周波数
（ＲＦ）トランシーバ（１０８）と、該ＲＦトランシーバ（１０８）に結合されたアンテ
ナ（１１０）とを備えたモバイルステーション（１０２）であって、該モバイルステーシ
ョン（１０２）は、拡張可能な認証手順においてワイヤレスローカルエリアネットワーク
（３０４）からジェネリックコンテナメッセージ（６０２）を受信するように動作可能で
あり、該ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、該１以上の利用可能なセルラー
ネットワーク（２００）に関連づけられたセルラーネットワークブロードキャスト情報を
含み、１以上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）に関連づけられた異なるセル
ラー標準に従って内容およびフォーマットにおいて変動し、該モバイルステーション（１
０２）は、該ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）をデコードすることにより、該
１以上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）に関連づけられた該セルラーネット
ワークブロードキャスト情報を識別するようにさらに動作可能であり、該モバイルステー
ション（１０２）は、該セルラーネットワークブロードキャスト情報を該モバイルステー
ション（２０２）のメモリに格納するようにさらに動作可能であり、該モバイルステーシ
ョン（１０２）は、該メモリに格納された該セルラーネットワークブロードキャスト情報
を用いて、該１以上の利用可能なセルラーネットワーク（２００）の中から通信するため
の１つを選択するようにさらに動作可能である。
【００３９】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、技術に特有なコンテナ（６１２）
を含んでいてもよい。
【００４０】
　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、該ジェネリックコンテナメッセー
ジ（６０２）を識別するためのタグフィールド（６０４）を含んでいてもよい。
【００４１】
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　前記ジェネリックコンテナメッセージ（６０２）は、第１のセルラーネットワークに関
連づけられた技術標準または標準組織を識別するためのデータフィールド（６１０）を含
んでいてもよい。
【００４２】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークから
の第１のセルラーネットワーク情報と、第２のセルラーネットワークからの第２のセルラ
ーネットワーク情報とを含んでいてもよい。
【００４３】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークを識
別するモバイルネットワークコード（ＭＮＣ）およびモバイル国コード（ＭＣＣ）を含ん
でいてもよい。
【００４４】
　前記モバイルステーション（１０２）は、そのセットサービス識別子、すなわち、”Ｓ
ＳＩＤ”に関連するセルラーネットワークに対して前記セルラーネットワークブロードキ
ャスト情報を格納するようにさらに動作可能であってもよい。
【００４５】
　前記セルラーネットワークブロードキャスト情報は、第１のセルラーネットワークを識
別するシステム識別（ＳＩＤ）を含んでいてもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４６】
　本発明の実施の形態は、ここに添付される図面を参照して例示的に記載される。
【００４７】
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）とモバイルステーションとの間で
セルラーネットワーク情報を通信するための方法および装置が開示される。図示される１
つの例では、モバイルステーションは、拡張可能な認証手順（ＥＡＰ；Ｅｘｔｅｎｓｉｂ
ｌｅ　Ａａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）において、ＷＬＡＮから
ジェネリックコンテナメッセージを受信する。ジェネリックコンテナメッセージは、ＷＬ
ＡＮによって以前に受信された１以上の利用可能なセルラーネットワークに関連づけられ
たセルラーネットワーク情報を含む。ジェネリックコンテナメッセージは、技術もしくは
標準に特有のものではなく、それ故、様々な異なるセルラーネットワークからのセルラー
ネットワーク情報を含み得る。モバイルステーションは、ジェネリックコンテナメッセー
ジをデコードすることにより、セルラーネットワーク情報を識別し、それをメモリに格納
する。好ましくは、セルラーネットワーク情報は、セルラーネットワークを識別する情報
（例えば、モバイルネットワークコードおよびモバイル国コード）を含む。これにより、
モバイルステーションは、通信をするためにセルラーネットワークの１つを適切に選択す
ることができる。
【００４８】
　図１は、ワイヤレス通信ネットワーク１０４を介して通信するモバイルステーション１
０２を含む通信システム１００のブロック図である。モバイルステーション１０２は、好
ましくは、ビジュアルディスプレイ１１２と、キーボード１１４と、おそらく、１以上の
補助ユーザインタフェース（ＵＩ）１１６とを含む。各要素は、コントローラ１０６に結
合されている。また、コントローラ１０６は、無線周波数（ＲＦ）トランシーバ回路１０
８と１以上のアンテナ１１０にも結合されている。
【００４９】
　典型的には、コントローラ１０６は、メモリコンポーネント（図示せず）においてオペ
レーティングシステムソフトウェアを実行する中央処理装置（ＣＰＵ）として具現化され
る。コントローラ１０６は、通常、モバイルステーション１０２のすべての動作を制御す
る。これに対し、通信機能に関連する信号処理動作は、典型的には、ＲＦトランシーバ回
路１０８において実行される。コントローラ１０６は、受信された情報、格納された情報
、ユーザ入力などを表示するためにディスプレイ１１２と協働する。キーボード１１４（
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例えば、電話タイプのキーパッドもしくはフル英数字のキーボードであり得る）は、通常
、モバイルステーション１０２に格納するためのデータやネットワーク１０４に送信する
ための情報や電話をかけるための電話番号やモバイルステーション１０２上で実行される
べきコマンドや、その他のもしくは異なるユーザ入力を入力するために設けられている。
【００５０】
　モバイルステーション１０２は、アンテナ１１０を介してワイヤレスリンクを経由して
ネットワーク１０４に通信信号を送信し、ネットワーク１０４からワイヤレスリンクを経
由してアンテナ１１０を介して通信信号を受信する。ＲＦトランシーバ回路１０８は、無
線ネットワーク（ＲＮ）１２８の機能と類似の機能を実行する。その機能は、例えば、変
調／復調と、おそらく、エンコード／デコードおよびエンクリプション／デクリプション
を含む。ＲＦトランシーバ回路１０８が、ＲＮ１２８の機能に加えて、ある機能を実行す
ることも考えられる。代替の実施の形態では、ＲＦトランシーバ回路１０８は、コンポー
ネントの複数のサブセットを含んでいてもよい。各サブセットは、特定のタイプのネット
ワークをアクセスするように構成されている。例えば、ＲＦトランシーバ回路１０８のコ
ンポーメントの１つのサブセットは、８０２．１１ｂのようなＷＬＡＮネットワークにア
クセスするように構成されていてもよく、その一方で、ＲＦトランシーバ回路１０８のコ
ンポーメントの第２のサブセットは、Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
Ａｃｃｅｓｓ（ＣＤＭＡ）、ＣＤＭＡ２０００等のようなワイヤレスネットワークにアク
セスするように構成されていてもよい。ＲＦトランシーバ回路１０８が　特定のワイヤレ
スネットワークもしくはモバイルステーション１０２が動作することを意図されているネ
ットワークに適合されることは当業者には明らかである。
【００５１】
　モバイルステーション１０２は、１以上の再充電可能なバッテリー１２４を受け取るバ
ッテリーインタフェース１２２を含む。バッテリー１２４は、電気パワーをモバイルステ
ーション１０２内の電気回路に提供する。バッテリーインタフェース１２２は、バッテリ
ー１２４のための機械的にもしくは電気的な接続を提供する。バッテリーインタフェース
１２２は、その装置へのパワーをレギュレートするレギュレータ１２６に結合されている
。また、モバイルステーション１０２は、Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍ
ｏｄｕｌｅ（ＳＩＭ）、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＳＩＭ（ＵＳＩＭ）もしくはＲｅｍｏｖａ
ｂｌｅ　Ｕｓｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ（Ｒ－ＵＩＭ）のようなメモリモジ
ュール１２０を用いて動作する。これらのメモリモジュールは、インタフェース１１８に
おいて、モバイルステーション１０２に接続され、もしくは、モバイルステーション１０
２に挿入される。
【００５２】
　モバイルステーション１０２は、データ通信デバイス、セルラー電話、データおよび音
声通信能力を有するマルチ機能通信デバイス、ワイヤレス通信を可能にするパーソナルデ
ジタルアシスタント（ＰＤＡ）、もしくは、内部モデムを組み込んだコンピュータのよう
な単一のユニットから構成されていてもよい。あるいは、モバイルステーション１０２は
、複数の別個のコンポーネントを含むマルチモジュールユニットであってもよい。マルチ
モジュールユニットは、ワイヤレスモデムに接続されたコンピュータもしくは他のデバイ
スを含むが、これらに限定されない。例えば、特に、図１のモバイルステーションのブロ
ック図において、ＲＦトランシーバ回路１０８とアンテナ１１０とは、ラップトップコン
ピュータ上のポートに挿入され得る無線モデムユニットとしてインプリメントされ得る。
この場合、ラップトップコンピュータは、ディスプレイ１１２と、キーボード１１４と、
１以上の補助ＵＩ１１６と、そのコンピュータのＣＰＵとして具現化されるコントローラ
１０６とを含むであろう。通常はワイヤレス通信の能力をもたないコンピュータもしくは
その他の機器が、上述した単一ユニット装置の１つのように、単一ユニット装置のＲＦト
ランシーバ回路１０８およびアンテナ１１０の制御に接続し、効率的に仮定するように適
合され得るということも考えられる。そのようなモバイルステーション１０２は、より特
有のインプリメンテーションを有し得る。それについては、図２のモバイルステーション



(9) JP 2009-105916 A 2009.5.14

10

20

30

40

50

２０２に関連して後述される。
【００５３】
　モバイルステーション１０２は、ワイヤレス通信ネットワーク１０４において、そして
それを介して通信を行う。ワイヤレス通信ネットワーク１０４は、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓ
ｔｅｍｓ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）、Ｇｅｎｅ
ｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＧＰＲＳ）、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ
　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）、
Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ（ＣＤＭＡ）、ＩＳ－９
５、ＩＳ－２０００、ＣＤＭＡ２０００、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ等、もしくは
、これらの組み合わせのような任意の好適な通信技術に従って動作し得る。図１の実施の
形態では、ワイヤレス通信ネットワーク１０４は、Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ（ＣＤＭＡ）技術に基づくＴｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ
（３Ｇ）にサポートされたネットワークである。特に、ワイヤレス通信ネットワーク１０
４は、図１に示されるように結合された固定のネットワークコンポーネントを含むＣＤＭ
Ａ２０００ネットワークである。ＣＤＭＡ２０００タイプのワイヤレス通信ネットワーク
１０４は、無線ネットワーク（ＲＮ；Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）１２８と、モバイル
スイッチングセンター（ＭＳＣ；Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ）１
３０と、シグナリングシステム７（ＳＳ７；Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ　７）ネ
ットワーク１４０と、ホームロケーションレジスタ／オーセンティケーションセンター（
ＨＬＲ／ＡＣ；Ｈｏｍｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ／Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａ
ｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ）１３８と、パケットデータサービングノード（ＰＤＳＮ；Ｐａ
ｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｎｏｄｅ）１３２と、ＩＰネットワーク１３４と
、リモートオーセンティケーションダイアルインユーザサービス（ＲＡＤＩＵＳ；Ｒｅｍ
ｏｔｅ　Ａｕｔｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ｄｉａｌ－Ｉｎ　Ｕｓｅｒ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）サ
ーバ１３６とを含む。ＳＳ７ネットワーク１４０は、通信的に、パブリックスイッチトテ
レフォンネットワーク（ＰＳＴＮ；Ｐｕｂｌｉｃ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎ
ｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のようなネットワーク１４２に結合されているのに対し、ＩＰネッ
トワークは、通信的に、インターネットのようなネットワーク１４４に結合されている。
【００５４】
　本ネットワークの実施の形態（ＣＤＭＡ２０００）では、モバイルステーション１０２
は、呼び出しセットアップ、呼び出し処理、モビリティ管理のような機能を実行するＲＮ
１２８と通信を行う。ＲＮ１２８は、一般に「セル」と呼ばれている特定のカバレージエ
リアのためにワイヤレスネットワークカバレージを提供する複数のベースステーション・
トランシーバシステムを含む。図１に示されるもののようにＲＮ１２８の与えられたベー
スステーション・トランシーバシステムは、通信信号をそのセル内のモバイルステーショ
ンに送信し、そのセル内のモバイルステーションから通信信号を受信する。ベースステー
ション・トランシーバシステム１２８は、そのコントローラの制御の下で、通常、特定の
（通常、所定の）通信プロトコルおよびパラメータに従ってモバイルステーションに送信
されるべき信号の変調、そしておそらくエンコードおよび／またはエンクリプトのような
機能を実行する。ベースステーション・トランシーバシステムは、同様に、セル内でモバ
イルステーション１０２から受信された任意の通信信号を復調し、そしておそらく必要で
あればデコードおよびデクリプトする。通信プロトコルやパラメータは、異なるネットワ
ークの間で変動し得る。例えば、あるネットワークは、異なる変調スキーム用い、他のネ
ットワークとは異なる周波数で動作する。また、提供されるサービスも、その特定のプロ
トコルのリビジョンに基づいて異なるかもしれない。
【００５５】
　図１の通信システム１００に示されるワイヤレスリンクは、１以上の異なるチャネル（
典型的には、異なる無線周波数（ＲＦ）チャネル）と、ワイヤレスネットワーク１０４と
モバイルステーション１０２との間で使用される関連プロトコルとを表す。ＲＦチャネル
は、節約されなければならない制限されたリソースである。これは、典型的には、全体の
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帯域幅が制限されていることや、モバイルステーション１０２のバッテリーパワーが制限
されているためである。当業者であれば、実用におけるワイヤレスネットワークは、ネッ
トワークカバレージの所望の全体の広がりに依存して何百というセルを含み得ることを理
解するだろう。すべての関連コンポーネントが、マルチスイッチおよびルーター（図示せ
ず）によって接続され得る。これらは、マルチネットワークコントローラによって制御さ
れる。
【００５６】
　ネットワークオペレータを用いて登録されたすべてのモバイルステーション１０２に対
して、テンポラリデータ（例えば、モバイルステーション１０２の現在の位置）とともに
関連データ（例えば、モバイルステーション１０２のユーザプロファイル）がＨＬＲ／Ａ
Ｃ１３８に格納される。モバイルステーション１０２へのボイスコールの場合には、ＨＬ
Ｒ／ＡＣ１３８は、モバイルステーション１０２の現在の位置を決定するために質問され
る。ＭＳＣ１３０のビジターロケーションレジスタ（ＶＬＲ；Ｖｉｓｉｔｏｒ　Ｌｏｃａ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ）は、位置エリアのグループに対して責任を負っており、そ
の責任エリアの中に現在位置するモバイルステーションのデータを格納する。これは、よ
り高速なアクセスのために、ＨＬＲ／ＡＣ１３８からＶＬＲに送信された関連モバイルス
テーションデータの一部を含む。しかし、ＭＳＣ１３０のＶＬＲは、テンポラリ識別子の
ようなローカルデータを割り当て、かつ、格納してもよい。また、モバイルステーション
１０２は、ＨＬＲ／ＡＣ１３８によってシステムアクセスに関して認証される。ＣＤＭＡ
－２００ベースのネットワークにおいてパケットデータサービスをモバイルステーション
１０２に提供するために、ＲＮ１２８は、ＰＤＳＮ１３２と通信する。ＰＤＳＮ１３２は
、ＩＰネットワーク１３４を介してインターネット１４４（あるいは、イントラネット、
ワイヤレスアプリケーションプロトコル（ＷＡＰ；Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ａｐｐｌｉｃａｔ
ｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サーバ等）に対するアクセスを提供する。また、ＰＤＳＮ１
３２は、仮想プライベートネットワーキングのためのパケットトランスポートとともに、
モバイルＩＰネットワークにおける外国エージェント（ＦＡ；Ｆｏｒｅｉｇｎ　Ａｇｅｎ
ｔ）機能を提供する。ＰＤＳＮ１３２は、ＩＰアドレスの範囲を有しており、ＩＰアドレ
ス管理、セッション・メインテナンス、オプショナル・キャッシングを実行する。ＲＡＤ
ＩＵＳサーバ１３６は、パケットデータサービスのＡＡＡ（すなわち、オーセンティケー
ション（Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）、オーソライゼーション（Ａｕｔｈｒｉｚａｔ
ｉｏｎ）およびアカウンティング（Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ））に関連する機能の実行に対
して責任を負っており、ＡＡＡサーバと呼ばれることがある。
【００５７】
　当業者であれば、ワイヤレスネットワーク１０４が他のシステム（おそらく、図１に明
示的に示されていない他のシステムを含む）に接続され得ることを理解するだろう。ネッ
トワークは、通常、仮に交換される実際のデータがなかったとしても、継続中のベースで
非常に小さいページングおよびシステムで情報で送信しつづける。ネットワークは、多く
の部品から構成られるが、これらの部品のすべてが、ワイヤレスリンクにある振る舞いを
生じさせるために一緒に働く。
【００５８】
　図２は、好適なモバイルステーション２０２の詳細なブロック図である。モバイルステ
ーション２０２は、好ましくは、少なくともボイスおよびアドバンスト・データ通信能力
（他のコンピュータシステムと通信をする能力を含む）を有する２ウェイ通信デバイスで
ある。モバイルステーション２０２によって提供される機能に応じて、それは、データメ
ッセージングデバイス、２ウェイページャ、データメッセージング能力を有するセルラー
電話、ワイヤレスインターネット機器、もしくは、データ通信デバイス（電話の能力付き
、もしくは、電話の能力なし）と呼ばれることがある。モバイルステーション２０２は、
その地理的なカバレージエリアの範囲内で、複数のベースステーショントランシーバシス
テム２００のうちの任意のものと通信をすることができる。
【００５９】
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　モバイルステーション２０２は、通常、通信サブシステム２１１を組み込んでいる。通
信サブシステム２１１は、レシーバ２１２と、トランスミッタ２１４と、（好ましくは、
埋め込み型もしくは内部の）１以上のアンテナ要素２１６および２１８、局所発振器（Ｌ
Ｏｓ）２１３およびデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０のような処理モジュールの
ような関連コンポーネントとを含む。通信サブシステム２１１は、図１に示されるＲＦト
ランシーバ回路１０８およびアンテナ１１０に類似している。代替の実施の形態では、通
信サブシステム２１１は、複数のレシーバ２１２と、複数のトランスミッタ２１４と、１
以上のアンテナ要素２１６および２１８、局所発振器２１３のような複数の関連コンポー
ネントの複数のサブセットを含んでいてもよい。各サブセットは、特定のタイプのワイヤ
レスネットワークにアクセスするように構成されている。例えば、１つのセットは、ＷＬ
ＡＮにアクセスするように構成されることができ、一方で、他のセットは、ＣＤＭＡ、Ｃ
ＤＭＡ２０００等のようなワイヤレスネトワークにアクセスするように構成されることが
できる。通信分野の当業者には明らかなように、通信サブシステム２１１の特定の設計は
、その中でモバイルステーション２０２が動作することを意図される通信ネットワークも
しくはネットワークに依存する。
【００６０】
　モバイルステーション２０２は、必要とされるネットワーク登録または活性化手順が完
了した後に、ネットワークを介して通信信号を送受信することができる。ネットワークを
介してアンテナ２１６によって受信される信号は、レシーバ２１２に入力される。レシー
バ２１２は、信号増幅、周波数ダウン変換、フィルタリング、チャネル選択等、そして図
２に示される例ではアナログ－デジタル変換（Ａ／Ｄ変換）のような共通のレシーバ機能
を実行することができる。受信された信号のＡ／Ｄ変換は、ＤＳＰ２２０において実行さ
れるべき復調およびデコードのようなより複雑な通信機能を行うことを可能にする。同様
に、送信されるべき信号は、処理される。このような処理には、例えば、ＤＳＰ２２０に
よる変調やエンコードが含まれる。これらのＤＳＰに処理された信号は、デジタル－アナ
ログ変換（Ｄ／Ａ変換）、周波数アップ変換、フィルタリング、増幅、アンテナ２１８を
介して通信ネットワーク上の送信のためにトランスミッタ２１４に入力される。ＤＳＰ２
２２は、通信信号を処理するばかりでなく、レシーバおよびトランスミッタの制御をも提
供する。例えば、レシーバ２１２およびトランスミッタ２１４において通信信号に適用さ
れるゲインは、ＤＳＰ２２０においてインプリメントされる自動ゲイン制御アルゴリズム
を介して適応的に制御され得る。
【００６１】
　ネットワークアクセスは、加入者、すなわち、モバイルステーション２０２のユーザに
関連づけられている。それ故、モバイルステーション２０２は、ネットワークにおいて動
作するためにモバイルステーション２０２のインタフェース２６４に挿入されるか、もし
くは、インタフェース２６４に接続されるメモリモジュール２６２（例えば、Ｓｕｂｓｃ
ｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ（ＳＩＭ）、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＳＩＭ
（Ｕ－ＳＩＭ）、Ｒｅｍｏｖａｂｌｅ　Ｕｓｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ（Ｒ
－ＵＩＭ））を必要とする。モバイルステーション２０２は、モバイルバッテリーによっ
てパワーが供給されるデバイスであるから、それは、１以上の再充電可能なバッテリー２
５６を受け取るためのバッテリーインタフェース２５６を含む。バッテリー２５６は、電
気パワーをモバイルステーション２０２の大半の電気回路（すべての電気回路でなくても
よい）に提供する。バッテリーインタフェース２５４は、機械的かつ電気的な接続を提供
する。バッテリーインタフェース２５４は、回路のすべてにパワーＶ＋を提供するレギュ
レータ（図２には示されていない）に結合されている。
【００６２】
　モバイルステーション２０２は、モバイルステーション２０２の全体の動作を制御する
マイクロプロセッサ２３８（これは、図１のコントローラ１０８の１つのインプリメンテ
ーションである）を含む。この制御は、本願のネットワーク選択技術を含む。少なくとも
データおよびボイス通信を含む通信機能は、通信サブシステム２１１を介して実行される
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。また、マイクロプロセッサ２３８は、ディスプレイ２２２、フラッシュメモリ２２４、
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）２２６、補助入力／出力（Ｉ／Ｏ）サブシステム２２
８、シリアルポート２３０、キーボード２３２、スピーカ２３４、マイクロホン２３６、
短距離用通信サブシステム２４０、２４２で一般に指定されるその他の任意のサブシステ
ムのような追加のサブシステムと相互作用する。図２に示されるサブシステムのいくつか
は、通信関連機能を実行する一方で、他のサブシステムは、「固有の」（”ｒｅｇｉｄｅ
ｎｔ”）、もしくは、オンデバイス機能を提供する。キーボード２３２やディスプレイ２
２２のようないくつかのサブシステムは、例えば、通信ネットワークを介して送信するた
めのテキストメッセージの入力のような通信関連機能と、計算機もしくはタスクリストの
のようなデバイス固有の機能との両方に使用され得る。マイクロプロセッサ２３８によっ
て使用されるオペレーティングシステムソフトウェアは、好適には、フラッシュメモリ２
２４のような永続的なメモリに格納される。フラッシュメモリ２２４の代わりに、リード
オンリーメモリ（ＲＯＭ）もしくは類似の格納要素（図示せず）を使用してもよい。当業
者であれば、オペレーティングシステム、特定のデバイスアプリケーション、もしくはそ
の一部がＲＡＭ２２６のような揮発性のメモリに一時的にロードされ得ることを理解する
だろう。
【００６３】
　マイクロプロセッサ２３８は、オペレーティングシステムの機能に加えて、好適には、
モバイルステーション２０２上のソフトウェアアプリケーションの実行を可能にする。少
なくともデータおよびボイス通信アプリケーションを含む基本デバイス動作を制御するア
プリケーションの所定のセットは、通常、その製造過程において、モバイルステーション
２０２にインストールされる。モバイルステーション２０２にロードされ得る好適なアプ
リケーションは、Ｅメール、カレンダーイベント、ボイスメール、アポイントメント、タ
スク項目のような（これらには限定されないが）ユーザに関連するデータ項目を組織化し
管理する能力を有するパーソナル情報マネージャ（ＰＩＭ）アプリケーションであり得る
。自然に、１以上のメモリが、ＰＩＭデータ項目および他の情報の格納を容易にするため
に、モバイルステーション２０２およびＳＩＭ２５６上で利用可能である。
【００６４】
　ＰＩＭアプリケーションは、好適には、ワイヤレスネットワークを介してデータ項目を
送受信する能力を有している。好適な実施の形態では、ＰＩＭデータ項目は、ワイヤレス
ネットワークを介して、シームレスに統合され、同期化され、アップデートされる。モバ
イルステーションのユーザの対応するデータ項目が格納され、および／または、ホストコ
ンピュータシステムに関連づけられる。これにより、そのような項目に関して、モバイル
ステーション２０２の上にミラーされたホストコンピュータが作成される。これは、ホス
トコンピュータシステムがモバイルステーションのユーザのオフィスコンピュータシステ
ムである場合には特に利点がある。追加のアプリケーションが、ネットワーク、補助Ｉ／
Ｏサブシステム２２８、シリアルポート２３０、短距離通信サブシステム２４０、もしく
は、その他の任意のサブシステム２４２を介してモバイルステーション２０２上にロード
され、ユーザによってＲＡＭ２２６（もしくは、好ましくは、マイクロプロセッサ２３８
による実行のための不揮発性メモリ（図示せず））の中にインストールされ得る。このよ
うなアプリケーションをインストールする際のフレキシビリティは、モバイルステーショ
ン２０２の機能性を増大させ、拡張されたオンデバイス機能、通信関連機能、もしくはそ
の両方を提供することを可能にする。例えば、セキュア通信アプリケーションは、モバイ
ルステーション２０２を用いて実行されるべき電子コマース機能やその他のファイナンシ
ャルトランザクションを可能にする。
【００６５】
　データ通信モードでは、テキストメッセージ、Ｅメールのメッセージ、ダウンロードさ
れたウェブのページのような受信された信号は、通信サブシステム２１１によって処理さ
れ、マイクロプロセッサ２３８に入力される。マイクロプロセッサ２３８は、好適には、
ディスプレイ２２２、もしくは、補助Ｉ／Ｏデバイス２２８に出力するために、その信号
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をさらに処理する。モバイルステーション２０２のユーザは、例えば、ディスプレイ２２
２もしくは補助Ｉ／Ｏデバイス２２８とともにキーボード２３２を用いて、Ｅメールメッ
セージのようなデータ項目を構成するかもしれない。キーボード２３２は、好適には、完
全な英数字キーボードおよび／または電話タイプのキーパッドである。これらの構成され
た項目は、通信サブシステム２１１を介して通信ネットワーク上を送信され得る。
【００６６】
　ボイス通信に関して、モバイルステーション２０２の全体的な動作は、受信された信号
がスピーカ２３４に出力され、送信用の信号がマイクロホン２３６によって生成される点
を除いて、実質的に同様である。ボイスメッセージ記録サブシステムのようなボイスもし
くはオーディオＩ／Ｏサブシステムは、モバイルステーション２０２上でインプリメント
され得る。ボイスもしくはオーディオ信号出力は、好適には、主としてスピーカ２３４を
介して達成されるが、ディスプレイ２２２もまた、発呼者（ｃａｌｌｉｎｇ　ｐａｒｔｙ
）の識別、ボイスコールの長さ、もしくは、その他のボイスコール関連情報の表示を提供
するために使用され得る。
【００６７】
　図２におけるシリアルポート２３０は、通常、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤ
Ａ）タイプの通信デバイスにおいてインプリメントされる。そのような通信デバイスでは
、ユーザのデスクトップコンピュータとの同期が望ましいコンポーネントである（オプシ
ョナルではあるが）。シリアルポート２３０は、ユーザが外部デバイスもしくはソフトウ
ェアアプリケーションを介してプレファレンスを設定することを可能にし、ワイヤレス通
信ネットワークを介する以外にモバイルステーション２０２にダウンロードする情報もし
くはソフトウェアを提供することによってモバイルステーション２０２の能力を拡張する
。代替のダウンロードの経路は、例えば、直接的であり、信頼性の高く、信用できる接続
を介して暗号化キーをモバイルステーション２０２にロードするために使用され得る。こ
れにより、セキュアなデバイス通信を提供することができる。
【００６８】
　図２の短距離通信サブシステム２４０は、モバイルステーション２０２と他の異なるシ
ステムもしくはデバイルとの間の通信を提供する追加のオプショナルなコンポーネントで
ある。必ずしも類似のデバイスが必要とされるわけではない。例えば、サブシステム２４
０は、同様に実施可能なシステムおよびデバイスとの通信を提供するために、赤外線デバ
イスとその関連回路およびコンポーネント、もしくは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
通信モジュールを含み得る。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　
ＳＩＧ，Ｉｎｃの登録商標である。
【００６９】
　図３は、１以上のワイヤレスローカルネットワーク（ＷＬＡＮｓ）３０２と通信するモ
バイルステーション２０２を示すシステム図３００である。１以上のＷＬＡＮ３０２は、
１以上のセルラーネットワーク２００と通信する。図３に示されるＷＬＡＮ３０２は、第
１のＷＬＡＮ３０４、第２のＷＬＡＮ３０６および第３のＷＬＡＮ３０８を含む。ただし
、他の多くのＷＬＡＮが、同一もしくは異なる地理的領域においてモバイルステーション
２０２によって利用可能である。モバイルステーション２０２およびＷＬＡＮは、モバイ
ルステーション２０２とＷＬＡＮ３０４との間の無線通信リンク３１６のような無線通信
リンクを介して通信する。ＷＬＡＮ３０２は、典型的には、モバイルステーション２０２
に対してより高い帯域幅データ通信を提供するために伝統的なＴｅｌｃｏ接続を用いてイ
ンターネットにワイヤ接続されている。図示されるように、ＷＬＡＮ３０４、３０６およ
び３０８は、ワイヤ接続３１０、３１２および３１４をそれぞれ介して、もしくは、その
他の適切な手段により、セルラーネットワーク２００から情報を受信し得る。ＷＬＡＮ３
０２は、例えば、ＩＥＥＥ標準もしくはＥＴＳＩ標準に従って動作し得る。ただし、その
他の任意の好適な通信技術も使用され得る。ＷＬＡＮ３０２は、任意の好適なエリアもし
くは環境に配置され得、典型的には、コーヒーショップ、レストラン、ホテル、空港、会
社のオフィスにおいて見い出だされる。ＷＬＡＮ３０２がカバレージを提供する範囲内の
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エリアは、「ホットスポット（”ｈｏｔ　ｓｐｏｔｓ”）」と呼ばれる。
【００７０】
　図４は、ＷＬＡＮとモバイルステーションとの間で、セルラーテレコミニュケーション
ネットワーク情報を通信するためのＷＬＡＮ方法を記載したフローチャートである。この
方法は、図３に関連して記載された環境において実行され得る。開始ブロック４０２から
始める。ＷＬＡＮは、１以上のセルラーネットワークに関連づけられたセルラーネットワ
ーク情報を受信する（ステップ４０４）。セルラーネットワーク情報は、ＷＬＡＮによっ
て、他のセルラーネットワークから直接的に、もしくは、ＷＬＡＮのデータベースもしく
はセルラーネットワークを介して間接的に受信され得る。もしデータベースアプローチが
使用されるならば、そのデータベースは、セルラーブロードキャストから動的に占有され
てもよいし、ユーザインタフェースを介して手動で占有されてもよい。セルラーネットワ
ーク情報は、まさに、セルラーネットワークに関連づけられたネットワーク情報であり、
様々なネットワーク属性を含む。好適には、セルラーネットワーク情報は、ネットワーク
識別情報および／またはセルラーネットワークを一意に識別する情報（例えば、システム
識別子（ＳＩＤ）、および／または、モバイル国コード（ＭＣＣ）とモバイルネットワー
クコード（ＭＮＣ）との対）を含む属性を含む。セルラーネットワーク情報は、利用可能
な近接セルラーチャネルのようなその他のもしくは追加の情報を含んでいてもよい。
【００７１】
　セルラーネットワーク情報は、異なるセルラー技術および／または標準に関連づけられ
たネットワークから受信され得るので、受信されたセルラーネットワーク情報は、内容お
よびフォーマットにおいて変動し得る。例えば、セルラーフォーマットは、３ｒｄ　Ｇｅ
ｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）、３ＧＰＰ２
、もしくは、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｔａｓｋ　Ｆｏｒｃｅ（ＩＥ
ＴＦ）に基づいていてもよい。３ＧＰＰは、ＧＳＭ／ＧＰＲＳおよびＵＭＴＳ標準を定義
するものとして知られているのに対し、３ＧＧＰ２は、ＩＳ－９５、ＣＤＭＡ２０００、
１ＸＲＴＴを定義するものとして知られている。このように、ＷＬＡＮは、２以上の異な
るセルラー通信プロトコルに従ってセルラーネットワーク情報を受信するように構成され
ている。ＷＬＡＮは、このセルラーネットワーク情報をメモリに格納する。その格納は、
好適には、技術、ネットワークおよび内容に応じて組織化された態様で行われる（図１を
参照）。
【００７２】
【表１－１】

【００７３】
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【表１－２】

　表１：ＷＬＡＮにおけるセルラーネットワーク情報の組織化された格納の例。セルラー
ネットワーク情報がジェネリックコンテナメッセージの中でＷＬＡＮによって一般に送信
される場合の順番の例。モバイルステーションにおけるセルラーネットワーク情報の組織
化された格納の例。
【００７４】
　その後、ＷＬＡＮは、セルラーネットワーク情報をジェネリックコンテナメッセージに
フＨａｖｅｒｉｎｅｎォーマットする（ステップ４０６）。その名前が示唆するように、
ジェネリックコンテナメッセージは、技術や標準に特有のものではなく、様々な異なるセ
ルラーネットワーク（例えば、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２、もしくは、他の好適な標準）のう
ちの任意の１以上からのセルラーネットワーク情報を含み得る。ジェネリックコンテナメ
ッセージにおいて技術に特有な情報は、技術／組織識別のような適切な識別によって識別
され得る。ジェネリックコンテナメッセージのためのフォーマットの特定の例は、図６に
関連して後述される。次に、ＷＬＡＮは、それを獲得しようとしているモバイルステーシ
ョンを用いて、拡張可能な認証手順（ＥＡＰ；Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　ａｕｔｈｅｎｔｉ
ｃａｔｉｏｎ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）を実行する。モバイルステーションを用いたＥＡＰ
の間、ＷＬＡＮは、ジェネリックコンテナメッセージをモバイルステーションに送信する
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（ステップ４０８）。ＷＬＡＮは、好ましくは、技術、ネットワークおよび内容／情報に
応じた組織化された態様で、ジェネリックコンテナメッセージをフォーマットし、送信す
る（表１を参照）。
【００７５】
　図５は、ＷＬＡＮとモバイルステーションとの間で、セルラーテレコミニュケーション
ネットワーク情報を通信するためのモバイルステーション方法を記載したフローチャート
である。モバイルステーションは、そのカバレージエリア内で利用可能なＷＬＡＮを識別
するためにスキャンし、それらの中の１つを獲得することを試みる。開始ブロック５０２
から開始する。モバイルステーションは、拡張可能な認証手順（ＥＡＰ）の間に、選択さ
れたＷＬＡＮからジェネリックコンテナメッセージを受信する（ステップ５０４）。モバ
イルステーションは、ジェネリックコンテナメッセージから１以上のセルラーネットワー
クに関連づけられたセルラーネットワーク情報をデコードする（ステップ５０６）。セル
ラーネットワーク情報は、まさに、セルラーネットワークに関連づけられたネットワーク
情報であり、様々なネットワーク属性を含み得る。好適には、このセルラーネットワーク
情報は、ブロードキャスト情報であり、セルラーネットワークを一意に識別する情報（例
えば、システム識別子（ＳＩＤ）、および／または、モバイル国コード（ＭＣＣ）とモバ
イルネットワークコード（ＭＮＣ）との対）を含む。セルラーネットワーク情報は、利用
可能な近接セルラーチャネルのようなその他の情報を含んでいてもよい。
【００７６】
　セルラーネットワーク情報は、異なるセルラー技術および／または標準に関連づけられ
たネットワークからのものであり得るので、受信されたセルラーネットワーク情報は、内
容およびフォーマットにおいて変動し得る。例えば、セルラー情報の内容およびフォーマ
ットは、３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３
ＧＰＰ）、３ＧＰＰ２、もしくは、他の好適な標準に基づいていてもよい。３ＧＰＰは、
ＧＳＭ／ＧＰＲＳおよびＵＭＴＳ標準を定義するものとして知られているのに対し、３Ｇ
ＧＰ２は、ＩＳ－９５、ＣＤＭＡ２０００、１ＸＲＴＴを定義するものとして知られてい
る。このように、モバイルステーションは、２以上の異なるセルラーフォーマット／プロ
トコルに従って情報を受信し、デコードするように構成されている。
【００７７】
　ジェネリックコンテナメッセージにおける技術に特有な情報は、技術／組織識別のよう
な適切な識別によって識別されるので、モバイルステーションは、この識別を使用して、
デコードを適切に行う。
【００７８】
　次に、モバイルステーションは、このセルラーネットワーク情報をメモリに格納する（
ステップ５０８）。好適には、モバイルステーションは、セルラーネットワーク情報をＷ
ＬＡＮの識別子（セットサービス識別子、もしくは、ＳＳＩＤ）と関連づけて格納する。
その格納は、好ましくは、技術、ネットワークおよび内容／情報に応じた組織化された態
様で、行われる（表１を参照）。モバイルステーションは、それが出会うすべての異なる
ＷＬＡＮに対してこの情報の格納を保持する。この情報が格納されるメモリは、永久的に
ンストールされているメモリデバイス（例えば、図２のフラッシュメモリ２２４）であっ
てもよいし、取り外し可能なメモリデバイス（例えば、図２のメモリ２６２）であっても
よい。図２のメモリ２６２は、Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ
（ＳＩＭ）、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＳＩＭ（ＵＳＩＭ）もしくはＲｅｍｏｖａｂｌｅ　Ｕ
ｓｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ（Ｒ－ＵＩＭ）であり得る。モバイルステーシ
ョンは、この情報のすべての格納を無限に保持することができる。あるいは、モバイルス
テーションは、この情報のいくつかを時間の経過につれて（例えば、利用可能なメモリス
ペースやその情報の使用頻度に応じて）削除するようにしてもよい。
【００７９】
　セルラーネットワーク情報がモバイルステーションに格納された後に、モバイルステー
ションは、セルラーネットワーク情報からのＭＣＣ／ＭＮＣ対を用いて、ネットワーク選



(17) JP 2009-105916 A 2009.5.14

10

20

30

40

50

択を実行する（ステップ５１０）。特に、モバイルステーションは、ＷＬＡＮをシグナリ
ングすることによって、これらのネットワークのうちの１つ（例えば、好ましいネットワ
ークリストに従って、もしくは、ユーザインタフェースを介したマニュアル選択を介して
、ホーム”ｈｏｍｅ”もしくは他のネットワーク）を選択する。特に、モバイルステーシ
ョンは、ＥＡＰにおけるネットワークアクセス識別子（ＮＡＩ；Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を用いて、その選択されたネットワークでＷＬＡＮをシ
グナルする。このように、ＭＣＣ／ＭＮＣ対を有するジェネリックコンテナメッセージを
受信することを伴うＥＡＰは、セルラーネットワーク選択のためのモバイルステーション
の従来のスキャン動作の代わりをする。このように、モバイルステーションは、ＷＬＡＮ
を介して、受信されたＭＣＣ／ＭＮＣ対およびそのホームのネットワークもしくは好適な
ネットワークリスト（例えば、ＳＩＭもしくはＵ－ＳＩＭ）に基づいて、ＥＡＰにおいて
ネットワークの自動選択もしくは手動選択を提供する。
【００８０】
　図６は、ＷＬＡＮによって送信され、モバイルステーションにおいて受信されるジェネ
リックコンテナメッセージ６０２のためのメッセージフォーマットの一例である。この特
定の例では、ジェネリックコンテナメッセージ６０２は、タグフィールド６０４と、バー
ジョンフィールド６０６と、長さフィールド６０８と、技術／標準組織フィールド６１０
と、技術特有コンテナフィールド６１２とを含む。タグフィールド６０４は、そのメッセ
ージをジェネリックコンテナメッセージとして識別するデータ（例えば、番号、バイナリ
値、ストリング等）を含む。バージョンフィールド６０６は、ジェネリックコンテナメッ
セージ６０２の（標準）バージョンを識別するデータを含む。組織フィールド６０８は、
技術特有のコンテナ６１２の内容およびフォーマットを識別するデータを含む。長さフィ
ールド６１０は、データ特有コンテナ６１２のデータ長を識別するデータを含む。データ
特有コンテナフィールド６１２は、組織フィールド６０８において識別された特定のセル
ラー技術に特有のセルラーブロードキャスト情報を含む。図６に示されるように、１以上
の技術特有コンテナが、（ＷＬＡＮのカバレージエリアにおいて利用可能なセルラーネッ
トワークの数に応じて）対応する長さと組織識別子とを用いてシーケンシャルにジェネリ
ックコンテナメッセージ６０２の中に提供される。各組織フィールドは、それに従う特有
のセルラー技術情報を識別する。
【００８１】
　明らかなように、ジェネリックコンテナメッセージ６０２は、技術に特有なコンテナ６
１２における情報の内容およびフォーマットが組織フィールド６０８において識別される
任意のセルラー標準組織によって定義され得るという点において「ジェネリック」（”ｇ
ｅｎｅｒｉｃ”）である。ジェネリックコンテナメッセージ６０２の全体は、所定のメッ
セージフォーマットを有しているが（この特定の例が示しているように）、技術に特有な
コンテナ６１２内の内容およびフォーマットは、異なるセルラー標準組織によって定義さ
れるようにフレキシブルなままにされている。モバイルステーションは、組織フィールド
６０８を使用して、技術に特有なコンテナ６１２における情報をデコードするための適切
な技術を選択する。本技術が優れている点は、フレキシブルかつ拡張可能であり、Ｉｎｔ
ｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｔａｓｋ　Ｆｏｒｃｅ（ＩＥＴＦ）とセルラー特
定ボディ（例えば、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２等）との間で仕様に関する仕事を分離して行う
ことを可能にすることである。
【００８２】
　図６におけるジェネリックコンテナメッセージ６０２のためのメッセージフォーマット
は、特定の例のみであり、そのバリエーションが数多くある。例えば、ジェネリックコン
テナメッセージは、タグフィールドと技術に特有なコンテナとを含むが、その他のものを
含まないかもしれない。この代替例は、ジェネリックコンテナメッセージ７０２として図
７に示される。この場合には、技術に特有なコンテナに見い出される特定のセルラー技術
のフォーマット／プロトコルは、暗示され得る。あるいは、特定のセルラー技術のフォー
マット／プロトコルは、タグフィールドにおいて示され得る。モバイルステーションは、
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む。その他の例としては、ジェネリックコンテナメッセージは、タグフィールドとバージ
ョンフィールドと技術に特有なコンテナとを含むが、その他のものを含まない。さらに他
の例としては、ジェネリックコンテナメッセージは、タグフィールドとバージョンフィー
ルドと長さフィールドと技術に特有なコンテナとを含む。
【００８３】
　本願の上述した実施の形態は、例示のみであることが意図される。当業者であれば、本
願の範囲から逸脱することなく、特定の実施の形態に対して改変および変更を実施するこ
とができるであろう。規定された請求項においてここに記載された発明は、技術における
すべての好適な変化に及ぶことを意図する。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】１以上のワイヤレス通信ネットワークと通信するモバイルステーションの関連コ
ンポーネントを示すブロック図
【図２】図１の好適なモバイルステーションのより詳細な図
【図３】１以上のセルラーネットワークと通信する１以上のワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮｓ）と通信するモバイルステーションを示すシステム図
【図４】セルラーネットワーク情報を通信するためのＷＬＡＮ方法を記載したフローチャ
ート
【図５】セルラーネットワーク情報を通信するためのモバイルステーション方法を記載し
たフローチャート
【図６】ＷＬＡＮによって送信され、モバイルステーションにおいて受信されるジェネリ
ックコンテナメッセージのためのメッセージフォーマットの一例を示す図
【図７】ＷＬＡＮによって送信され、モバイルステーションにおいて受信されるジェネリ
ックコンテナメッセージのためのメッセージフォーマットの他の例を示す図
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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